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平成３０年度第１回鹿児島市国民健康保険運営協議会

・日   時 平成３０年８月２２日（水）１４：００～１５：３０

・場   所 鹿児島市役所本館２階 特別会議室

・委員出席者

国保被保険者を代表する委員 佐々木ミノエ、曽木やす子、内恵美子、藤﨑美代子、

               平ヒロ子

保険医・保険薬剤師を代表する委員 美園俊明、下田平幸一、平田哲也、谷口欣平      

公 益 を 代 表 す る 委 員 井戸章雄（会長）、岩崎房子（副会長）、下栗淳也、   

               久保誠、塩満芳子

被用者保険を代表する委員   槇沢幸雄、岩下伸郎、本田親則

・鹿児島市出席者 白石市民局長、上四元市民文化部長、池之上参事(国民健康保険課長)

         酒井主幹(庶務係長)、 大野主幹（給付係長）、吉留主幹（賦課係長）

                片平納税係長、谷口主査、平田主任

・会議録署名者 （会長） 井戸委員、（署名委員）内委員、平田委員、岩崎委員

・会 次 第

１．開会

２．委嘱状交付

３．市長あいさつ

４．委員及び事務局紹介

５．会長及び副会長の選出

６．会長及び副会長のあいさつ

７. 議事

○会議録署名委員の選出

○国民健康保険運営協議会の開催状況等について

○報告・説明

(1) 本市の国民健康保険事業の現状について

①平成 29 年度 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算総括表など

(2) 鹿児島市国民健康保険財政健全化計画の取組状況等について

(3) 国民健康保険制度改革〔医療保険制度改革法(H27.5 成立)〕について

①国保制度改革の概要

②国保新制度移行に向けた県と市町村との協議体制

(4) 第二期保健事業実施計画(データヘルス計画)について

８. 閉会
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開 会

司  会

委嘱状の交付

司  会

皆様、こんにちは。

それでは定刻になりましたので、ただいまより平成 30 年度第 1 回国民

健康保険運営協議会を開会いたします。

本日の司会を担当させていただきます庶務係長の酒井でございます。

どうぞよろしくお願い致します。

会次第に従いまして、進行させていただきます。

まずは委嘱状の交付をいたします。

委員の皆様に、森市長より委嘱状を交付いたします。

佐々木 ミノエ 委員から、座席に従いまして、お名前をお呼びいたし

ますので、皆様は自席にて委嘱状を受領いただきたいと存じます。

まず、国民健康保険被保険者を代表する委員でございます。

   佐々木 ミノエ  委員

   曽木 やす子   委員

   内  恵美子   委員

   藤﨑 美代子   委員

    平  ヒロ子   委員

保険医又は保険薬剤師を代表する委員でございます。

    美園 俊明    委員

    下田平 幸一   委員

    平田 哲也      委員

    谷口 欣平    委員

公益を代表する委員でございます。

    井戸 章雄    委員

    岩崎 房子    委員

    下栗 淳也    委員

    久保 誠         委員

    塩満 芳子    委員

被用保険者を代表する委員でございます。
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市長あいさつ

司  会

市  長

司  会

新委員の紹介

司  会

    槇沢 幸雄    委員

    岩下 伸郎    委員

    本田 親則    委員

ありがとうございました。以上で委嘱状の交付を終わります。

それでは、協議会の開催にあたり、森市長がご挨拶申し上げます。

森市長、よろしくお願いいたします。

（森市長あいさつ）

ここで、委員の皆様にはお断り申し上げて、お許しいただきたいと存じ

ますが、森市長は、このあと、別の公務が予定されておりますので、退席

させていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。

（市長退席）

それでは、今回、新委員初の顔合わせでございますので、改めて委員の

紹介をさせていただきます。

まず、国民健康保険被保険者を代表する委員 5名でございます。

鹿児島市運動普及推進員協議会前会長の             佐々木 ミノエ 委員

公益社団法人 認知症の人と家族の会鹿児島県支部 副代表の      曽木 やす子   委員

農業者の                                         内 恵美子     委員

旧国民健康保険保険委員納付組合長の          藤﨑 美代子 委員

旧国民健康保険保険委員納付組合長連絡協議会副会長の    平 ヒロ子     委員

次に、保険医又は保険薬剤師を代表する委員 5名でございます。

鹿児島市医師会理事の            美園 俊明   委員

鹿児島市歯科医師会会長の           下田平 幸一 委員

同じく、鹿児島市歯科医師会副会長の   平田 哲也 委員

鹿児島市薬剤師会会長の         谷口 欣平  委員  

なお、鹿児島市医師会副会長の      池田 耕治   委員

は、欠席でございます。
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当局の紹介

司  会

会長・副会長

選    出

平委員

各 委 員

司  会

次に、公益を代表する委員 5名でございます。

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科教授の   井戸 章雄 委員

鹿児島国際大学福祉社会学部准教授の     岩崎 房子 委員

南日本新聞社論説委員会委員の        下栗 淳也 委員

鹿児島商工会議所事務局長の         久保 誠 委員

鹿児島市地域婦人会連絡協議会会計の     塩満 芳子 委員

最後に、被用者保険を代表する委員 3名でございます。

全国健康保険協会鹿児島支部企画総務課長の 槇沢 幸雄 委員

公立学校共済組合鹿児島支部事務局長の    岩下 伸郎 委員

南日本銀行健康保険組合常務理事の      本田 親則 委員

以上で、委員のご紹介を終わらせていただきます。

  

                                                        

続きまして、本市側の出席者をご紹介させていただきます。

はじめに白石市民局長でございます。上四元市民文化部長でございま

す。池之上国民健康保険課参事でございます。

以上で、本市の出席者の紹介を終わらせていただきます。

続きまして、会次第 5 の「会長及び副会長の選出」でございますが、「鹿

児島市国民健康保険条例施行規則」第 3条 第 2項に「会長及び副会長は

公益を代表する委員のうちから全委員が選挙する」と規定されております

ので、立候補または、どなたかをご推薦いただき、出席者全員の承認によ

り選出させていただきます。

どなたか立候補又は、推薦はございませんでしょうか。

前回に引き続き、学識経験者であります井戸委員に会長を、また、副会

長につきましては、岩崎委員にお願いしたいと思いますが、いかがでしょ

うか。

（「異議なし」の声あり）

ありがとうございます。

平委員よりご推薦がございましたが、井戸委員に会長を、岩崎委員に副

会長をお願いするということでよろしいでしょうか。
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各 委 員

司  会

会長・副会長

あいさつ

司  会

定数充足

司  会

議  長

会議録公開

の是非

議  長

（「異議なし」の声あり）

出席者全員のご承認をいただきましたので、井戸委員は会長を、岩崎委

員は副会長をお願いしたいと思います。

それではここで、井戸会長、岩崎副会長よりご挨拶をいただきたと存じ

ます。

（ 井 戸 会 長 あ い さ つ ）

（ 岩 崎 副 会 長 あ い さ つ ）

ありがとうございました。それでは 2年間、よろしくお願いいたします。

それでは、会を進めてまいります。本日の会議の成立についてでござい

ますが、委員 18 名中 17名のご出席をいただいており、開会のための定数

過半数を満たしておりますので、本会議が成立いたしますことをご報告申

し上げます。

また、議長につきましては、鹿児島市国民健康保険条例施行規則第４条

で会長が務めることが規定されておりますので、井戸会長には、議事の進

行をお願いいたしたいと存じます。

井戸会長よろしくお願いします。

只今、事務局の方から本日の会議は成立するとの報告がありましたの

で、早速、議事に入らせていただきますが、会がスムーズに進行しますよ

う、皆様方のご協力を賜りたいと思います。

それでは議事に入ります前に、鹿児島市の情報公開条例に基づく会議録

公開の件について、ご了承いただきたいと思います。

会議録は「審議・検討等に関する情報」に当たり、全部開示の場合、「開

示することにより、自由率直な意見交換、発言、提案等が妨げられるおそ

れがある」ことから、本協議会におきましては従来より、会議録の開示請

求があった場合には、発言者名を非開示とする取り扱いとしてきておりま

す。

本日の会議につきましても、特にご異論がなければこれまでと同様の

取り扱いにしたいと思います。皆さま、よろしいでしょうか。
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各 委 員

議  長

会議録署名  

委員の選出

議  長

各 委 員

議  長

議  長

事 務 局

議  長

各 委 員

議  長

事 務 局

議  長

議  長

国保課長

（「異議なし」の声あり）

ご異議がないようなので、そのような取り扱いとします。

また、同条例に基づき、当協議会開催後に「開催日時、出席者の氏名、

会議に付した事案の件名、議事の概要等」について、ホームページにて公

表することとなりますので、ご了解いただきたいと存じます。

次に、「会議録署名委員の選出」でございますが、本日の会議録署名委

員は、内恵美子委員、平田哲也委員、岩崎房子委員の御三方にお願いした

いと思いますが、よろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議もないようなので御三方にはよろしくお願いします。

それでは、早速議事に入ります。資料１の「国民健康保険運営協議会の

開催状況等」について、事務局から説明をお願い致します。

（事務局説明）

只今の説明についてご質問等はございませんでしょうか。

（質疑なし）

それでは、次に「報告・説明 Ⅰ」でございます。

資料２の「(1)本市の国民健康保険事業の現状」について、事務局から報

告をお願いします。

（事務局説明）

ただいまの報告についてご質問等はございませんでしょうか。

資料２の２ページの決算収支で 29 年度の単年度収支が黒字となってい

るが、今後においても黒字となると考えてよいのか。

29 年度決算においては特別調整交付金等の臨時的な収入があったこと

で黒字となりました。具体的には、結核、精神に係る特別調整交付金の申
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議  長

委  員

国保課長

議  長

事 務 局

議  長

議  長

国保課長

委  員

国保課長

委  員

請による国からの交付金と、それと併せて健全化計画を作成し、その評価

に対する臨時的な国からの交付金がありました。これらは、来年度も続く

かは未定でございます。現段階では、本市が作成した健全化計画と同じ傾

向になるのではないかと考えております。

他に質問等はございませんでしょうか

一般会計からの法定外繰入についてですが、本市の国保財政運営の 30

年度以降に解消していく形になるのでしょうか。

一般会計からの法定外繰入につきましては、税率上昇の影響や県から示

されます標準保険税率、納付金額など踏まえ、全体的に考えますと、現状

においては、急に解消することはできませんが、長期的には削減もしくは

解消という方向でございます。

次に、資料３・４の「国民健康保険財政健全化計画の取組状況等」につ

いて、事務局から報告をお願いします。

（事務局説明）

ただいまの報告についてご質問等はございませんでしょうか。

資料３の②、「特定健診トク得キャンペーンの実施」や「特定健診未受

診勧奨通知の充実」を行っているのに特定健康診査受診率が下がっている

要因は何かありますか。

29 年度の治療中データの情報提供件数が減少しており、その影響があ

ると考えております。

特定健診未受診者への勧奨通知を性別や年代別に基づいた内容に充実

し医師会と連携し受診率向上に努めていきます。

トク得クーポンですが、今年度も特定健診受診しましたが、受け取って

いませんが、いつ届くのですか。

今一度、確認をさせていただき連絡いたします。

病院に情報提供のお願いをしているとのことですが、特定健診の受診を

病院にお願いしたら、受診券を出さなくてもよいと言わましたが、説明と
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国保課長

委  員

国保課長

議  長

事 務 局

議  長

議  長

国保課長

議  長

事 務 局

議  長

委  員

矛盾してるのではないですか。

委員の質問の件に関しては、以前、同じような相談がありました。その

ことを踏まえ、特定健診受診率の向上ため、再度、医師会と協議を図りま

した。

医師会の方からも患者に送付してる書類にその主旨の文言追加をお願

いしたい。医師会でも受診率向上に向けて各病院に配布はしております。

勧奨通知につきましては、今年度の分から新たに文言の追加を検討して

まいりますので、引き続きご協力を賜りたいと存じます。

次に、資料５の「国民健康保険制度改革」について事務局から報告をお

願いします。

（事務局説明）

ただいまの報告についてご質問等はございませんでしょうか。

県単位化によって、財政運営の面でメリットは分かるが、被保険者に対

するメリットはあるのか。

被保険者に対する直接的なメリットは、「県内での高額療養費の多数回

該当に係る引継ぎ」があります。これは、現行では、市外に転居する場合

は、資格がリセットされるものが、県内での転居の場合は通算されること

となり、転出前の該当回数も引継ぐこととなるメリットがあります。

次に、資料６の「第二期保健事業実施計画(データヘルス計画)」につい

て事務局から報告をお願いします。

（事務局説明）

ただいまの報告についてご質問等はございませんでしょうか

資料の見方の確認をいたします。

資料６にあります、第二期実施計画は 6年間の長期計画になりますが、取

組事項にある 4 つの丸印の施策を実施し、別紙の 24 ページの【図表 1】

の数字目標を設定することで、2 つの目標(中期的、短期的)の達成に向け

て取組んでいく計画として理解してよいですか。
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国保課長

議  長

議  長

各 委 員

議  長

閉  会

司  会

従来のデータヘルス計画は、別紙 23ページにあります、特定健康診査・

特定保健指導の実施(第三期特定健康診査等実施計画)とは別々の計画と

してありました。今回のデータヘルス計画では、その中の 1 章として盛り

込んでおり、委員の指摘のとおり、第三期特定健康診査等実施計画の数値

目標に向けた取組を実施するとともに、包括ケアにつきましては、特定健

診だけではなくて、ＣＫＤ、その他分野なども含めたデーターヘルス計画

となっております。

それでは、他にございませんか。

ありがとうございました。

それでは最後に、国保制度全般にわたり、委員の皆様の自由なご意見、

ご提案等をいただけましたらありがたく思いますが、何かご意見がござい

ますでしょうか

（質疑なし）

委員の皆様には、貴重なご意見、ご提案をありがとうございました。

今年は、当協議会を 3回開催する予定となっており、今後も、委員の皆

さんご意見、ご提案を忌憚なくいただきたいと思います。

当局におかれましても、ただいま出されましたご意見等を、ご参考にし

ていただければと思います。

以上で本日の議事の全てを終わらせていただきます。

議事進行にご協力いただきありがとうございました。

議長を務めていただきました井戸会長さま、たいへんお疲れ様でござい

ました。

また、委員の皆様、長時間にわたるご審議ありがとうございました。

次回の 12 月末に予定している協議会につきましては、後日、案内をさ

せていただきます。

以上をもちまして、平成 30 年度第 1 回国民健康保険運営協議会を

終わらせていただきます。  皆様、ありがとうございました。


